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浜銀総合研究所が発表した県内中
堅・中小企業の今冬のボーナス支給
状況によると、「支給する」と回答した

企業割合は昨年から8・1㌽上昇し、
81・3％となる見込みとなった。その中
で支給総額を「増加する」企業は昨年

比でほぼ倍増の16・4％あった。昨年
はコロナ禍による景気の先行き不透明
感が漂っていたため、冬のボーナス支
給について慎重姿勢を示す企業が多か
った。ただ、今年は前向きに変化して
おり、県内中堅・中小企業のボーナス
支払い能力は改善しつつあると読み取
れるという。

ボーナスを「増加する」と答えた企業
に対し、その理由（複数回答可）も聞い
た。それによると、「業績好調」や「給
与水準の引き上げ」とするものが目立っ
ていた。　

一方、県内中堅・中小企業の2022
年春の新卒採用計画（回答は355社）
についても聞いた。

その結果、「採用予定なし」とする企
業の割合が過半数（53・5％）を占めて
いた。ボーナスの改善とは裏腹に、景
気回復の弱さとコロナ禍の影響の長期
化により抑制傾向が続いている。　

なお、同調査は県内1120社を対象
に9月に実施した「企業経営予測調査」
の中で行った（回答率33・3％）。

帝国データバンク横浜支店が県内
上場企業を対象に実施した「半導体
不足の影響、対応調査」によると、生産
や商品・サービスの供給面で「マイナ
ス影響」が出ているとする上場企業は
15社あった。

同調査では、影響を直接的に受け
ている「直接型」と、取引先の減産より
自社も生産調整などを強いられている
「間接型」に分類した。今回、影響を

受けている企業は「間接型」が半数以
上を占めていた。

また、業種別で見ると15社中13社
が製造業で、とりわけ自動車部品や自
動車製造を手掛ける「輸送用機械器
具製造業」が多かった。また、音響用
機械や家電製品などのエレクトロニク
ス産業にも悪影響が及んでいるとい
う。

同支店によると、2021年内も半導
体不足は続くとされており、従来のよ
うな安定調達は困難を極めるとしてい
る。半導体不足に起因する減産や生
産休止などの影響は製造業全体に及
び、在庫不足や欠品により、川下産業
に当たる流通、小売業にも波及する可
能性が高いという。

KSPは1986年12月設 立。 研 究 開
発（R&D）型の企業を中心に、スタート
アップから株式新規公開（IPO）を目指
す企業までを支援。現在は116社が入
居しており、累計17社が同拠点からIPO
を果たしている。

窪田社長はこれからのKSPの役割に
ついて「『10年、20年先の日本の基幹
産業は何か？』との問いがあれば、おそら
く誰も答えられない。こうした中、これか
らの基幹産業を起こす“礎”となるような
ベンチャーを育てたい。『この国の未来

のために孫子の世代に美田を残す』とい
うことをやるのが私の使命」と話した。

一方、拡充すべき機能としてファンドを
挙げた。

「ベンチャーは意気揚 と々設立しても、
ある時から資金が足りなくなる。（KSP
で）資金需要に応えられるようにしたい。
日常の支援を通じ、その企業のことをよく
分かっているため、資金面でのサポートも
拡充すれば“真の伴走支援”が可能にな
る」と説明。来年中には新ファンドを組
成する考えだ。

■創業経験者の活用を
また、ベンチャーが生まれ、育ってい

く上で、日本社会の足りない点も指摘。
「つい最近までは、大学卒業後に大企
業に就職し、終身雇用でいることが最も
好ましいとされてきた。今でもその傾向

がある。今後たくさんの起業家が出てく
るには『個』を育てる教育をする必要があ
る」と言及した。

さらに「ベンチャーを立ち上げても、成
功する企業はごくわずか。日本と欧米が
違うのは、失敗した人に対する世間の見
方だ。日本の場合、いつまでも失敗とい
う言葉が付きまとい、（起業という）貴重
な経験をしても次に生かせない。日本に
ないのはベンチャー人材のエコシステム
だ」と語った。

今後、豊富な経験を持った創業経験
者などをＫＳＰで活用できる仕組みも検討
するという。
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時価総額6000億円超の創業者が社長に
KSP、新ファンド組成を検討

かながわサイエンスパーク（川崎市高津区）で県内最大のインキュベーション
施設を運営するケイエスピー（KSP）の新社長に、時価総額6000億円超を
果たしたバイオベンチャー、ペプチドリーム（同市川崎区）創業者の窪田規一氏
=写真=が就任。新体制が本格的にスタートした。30年以上の歴史がある老
舗インキュベーターにベンチャー創業者が就任するのは初めてだ。窪田社長は
本紙インタビューに応じ、成長ベンチャーの支援を加速させるため「2022年
中には新ファンドを組成したい」と明らかにした。

県内中堅・中小の今冬ボーナス

「半導体不足」影響の県内上場企業

「支給する」が大幅上昇

自動車関連中心に15社判明

きらぼし銀行は、金融サービスを通じて
地域社会の発展のために、お客さま一人ひとりに貢献し、
常に身近に寄り添う銀行、真に愛される銀行を目指しています。
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